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はじめに

aアレルギー性鼻炎に罹患する人は近年、急速に

増加する傾向にある。

aアレルギー性鼻炎の原因は花粉やホコリなどの
アレルゲンであるならば、なぜアレルギー性鼻炎
が近年になって急速に増加しているのだろう
か？
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aまた、その対処法は抗ヒステミン剤などの症状
の改善薬の使用が多くを占める。

アレルギー性鼻炎の病因と発生メカニズムを中

医学の視点より分析し、その本質に迫り、根本
的な改善法を提案する。
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近年のアレルギー性鼻炎の特徴

a 以前は多量の希薄な鼻汁が主な症状であった。

a 近年は鼻閉を主とし、皮膚の炎症や掻痒感、喉や気管支など症

状が多彩に変化した。

a １人の人が複数の花粉に反応する、多数のアレルゲンを持つな

ど、症状の重症化が進んでいる。
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研究方針

a 生活環境からみたアレルギー性鼻炎の原因について考え、中医

学の視点より病理メカニズムを分析する。

a アレルギー性鼻炎当院患者100症例について分析し、アレル

ギー性鼻炎の本質に迫る。一症例ではあるが、刺絡の効果につ

いて検証する。
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生活環境からみたアレルギー性鼻炎の原因

① 多飲・冷飲
a 糖分の多い清涼飲料や炭酸飲料の多量摂取

a コーヒー、紅茶、お茶などを嗜好として咽が渇いていなくても常に飲む

a 冬でも冷たいビールやアイス、夏の果物を飲食する

② 食生活の偏り
a 肉類、油物、に偏った摂取

a 野菜や穀物の摂取の減少

a 高カロリーの物を一度にたくさん摂る

a お菓子でも油分の多いスナックが主流

a 多く食べたり全く食べなかったり

③ ストレス
a 対人関係の希薄化や孤立化による凶悪犯罪の増加

a 便利になった反面、情報処理や時間との闘いに追われゆとりが持てない

a 競争社会での自信喪失など、憂鬱の種は尽きない
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④睡眠
a睡眠時間の不足（共稼ぎが多くなる等、多忙の代償に睡眠を削る）

a睡眠の質の低下（ストレスを溜め込んで熟睡が出来ない）

⑤ 住環境の変化
a温度変化に対する順応性の低下（エアコンの普及や部屋の密閉化による）

⑥ その他
a体を冷気にさらす（冬でもミニスカートを着る、座り込み等）

近年になって特に変化した生活環境因子は以上のようなものである。
このような生活環境の変化が、私たちの身体にどのような影響を与え
たか、中医学の視点から分析する。
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五臓の生理から分析する五臓の生理から分析する
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五臓の生理とアレルギー性鼻炎

１．脾

多飲・冷飲
肥甘厚味の過食 脾・胃損傷

水湿運化の低下 水湿停滞 水湿外出

衛気生成不足 衛気虚 防衛低下 外邪侵入

アレルギー性鼻炎
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２．腎（心）
①腎陽不足によるもの
・冷飲食の過食、過剰な冷房、加齢
・過剰な精神活動により心火が上部に亢逆し、下降できない

腎陽が不足

腎水の蒸騰気化が不十分となり、腎水が身体の下部に停滞

全身を巡るべき津液が肺に停滞し、肺の宣散失調を引き起こす

水湿外出

※腎陽は津液を温め蒸化し、再び肺に送り、体内水分が全身にめぐるよう推動する働きをもつ
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②腎陰不足によるもの

慢性的な過労・睡眠不足

腎陰損傷・陰血不足を引き起こす

目のかゆみや皮膚の乾燥をもたらした。
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３．肝（心）
①ストレスにより肝気が鬱滞し

肝鬱

全身をめぐるべき気の流れが鬱滞し内部にこもる

表層の気の流れが滞る

肺の宣散の働きに影響

衞氣による体表の守りが弱まる

つまり、肝鬱によっても外界の変化への適応がスムーズにいかなくなる
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② 肝火は心火を誘ってよく上炎
→肝鬱の長期化は火・風を生み、津液や陰を消耗

肺陰や腎陰の損傷

頭顔面部に熱、燥、風などの陽症を生む

皮膚の熱症状、乾燥、かゆみなどを引き起こす
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③ 過剰な肝気の昇発

木侮金となり、肺の宣散機能の失調を引き起こす

津液が表層にたまる

水湿外出

また、気滞による鬱熱は鼻閉や鼻の乾燥を引き起こす
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アレルギーアレルギー性鼻炎性鼻炎発生のメカニズム発生のメカニズム
①自然環境への
適応力低下

風寒湿
風熱燥

肺の宣発に影響 衛気鬱滞

花粉やホコリは
病邪として侵入しやすい

②過食・冷食 脾の運化が低下 気血不足

衛気不足

③ストレス過剰など 肝気鬱結

肝鬱化火

長期化

心火上炎④過剰な
精神活動

火不帰元

下汲腎陰

腎陰不足⑤過労、睡眠不足
房事過多など

⑥冷飲の過食
過剰な冷房

腎陽不足 気化不利

腎水下凝 心腎不交

宣散失調

水湿停滞
寒湿・湿熱

外因（花粉など）

内因（体質）

アレルギー性鼻炎
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４．肺

① アレルギー性鼻炎にみられる症状は、いずれも肺
の生理と関係している。しかし、肺にみられる病象
はあくまでも標証である。

② 鼻汁のもとである湿の形成、衛気の不足や宣散異
常などの根本的な原因として、他の四臓の生理が
大きく関係している。

個々の発生メカニズムは一人一人異なるので、証を立てて治療を施すこ
とが最も大切である。
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分析のまとめ分析のまとめ

aa 脾の損傷による水湿外出、脾の損傷による水湿外出、外邪の侵入。

a 冷飲食の過食・過剰な冷房・加齢、
過剰な精神活動により、腎陽が不足して水湿外出。

a 腎陰不足による目のかゆみや皮膚の乾燥。

a 肝鬱により、外界の変化へ適応しにくくなる。

aa 肝鬱の長期化による皮膚の熱症状、乾燥、かゆみ。肝鬱の長期化による皮膚の熱症状、乾燥、かゆみ。

aa 過剰な肝気の昇発による、鼻閉や鼻の乾燥。過剰な肝気の昇発による、鼻閉や鼻の乾燥。
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身体症状身体症状

aa もっとも多い症状としては、身体が重だるく疲れやすもっとも多い症状としては、身体が重だるく疲れやす
いで、水湿による症状が９０％以上に見られた。証候いで、水湿による症状が９０％以上に見られた。証候
としては肝鬱脾虚、脾虚失薀などである。としては肝鬱脾虚、脾虚失薀などである。

aa 飲食の偏りや肝鬱による脾の水液運化機能の失調飲食の偏りや肝鬱による脾の水液運化機能の失調

aa 過剰な冷房や加齢により腎陽が不足過剰な冷房や加齢により腎陽が不足

当院の患者
アレルギー性鼻炎１００症例についての分析
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精神症状精神症状
aa もっとも多い症状としては、イライラ、落ち込む、不安で、もっとも多い症状としては、イライラ、落ち込む、不安で、
肝鬱による症状が９０％以上に見られた。証候としては肝鬱による症状が９０％以上に見られた。証候としては
肝欝気滞、心腎不交などである。肝欝気滞、心腎不交などである。

aa 肝鬱に始まり心火を誘う、心火に始まり肝鬱を誘う、さらに心肝鬱に始まり心火を誘う、心火に始まり肝鬱を誘う、さらに心
火が降逆して下降出来なくなり、心腎不交に陥るケースが多く火が降逆して下降出来なくなり、心腎不交に陥るケースが多く
見られた。見られた。
aa 心腎不交による上半身ののぼせ、下肢の冷感という、上熱下心腎不交による上半身ののぼせ、下肢の冷感という、上熱下
寒の証候が６０％以上に見られた。寒の証候が６０％以上に見られた。

これらは生活環境因子である飲食の不摂やストレス、精神的なもこれらは生活環境因子である飲食の不摂やストレス、精神的なも
のが関与している。のが関与している。
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結論結論

アレルギー性鼻炎の発症は、ストレスなどの精神的なアレルギー性鼻炎の発症は、ストレスなどの精神的な

もの、毎日の食生活の習慣などが大きな発症原因のもの、毎日の食生活の習慣などが大きな発症原因の
一つである。一つである。

※※）加齢や睡眠、衣服、住居の環境の変化なども関与する。）加齢や睡眠、衣服、住居の環境の変化なども関与する。

次に、９０％以上に水湿による症状が見られたので、私たちの次に、９０％以上に水湿による症状が見られたので、私たちの

体内水分がどのような状態になっているか見てみよう。体内水分がどのような状態になっているか見てみよう。
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体内水分の停滞について

aa この地球の地表のこの地球の地表の70%70%を水が覆っている。生命はを水が覆っている。生命は3535億年前億年前
に水から生まれたと言われ、人間は約に水から生まれたと言われ、人間は約6060％が水で構成され％が水で構成され
る（魚や植物はる（魚や植物は70~9070~90％）。血液やリンパ液はその％）。血液やリンパ液はその44分の分の11程程
度で、大部分は細胞内の水となっている。度で、大部分は細胞内の水となっている。

aa 海の水が温められ蒸発し、雲となり、やがて雨や雪となって海の水が温められ蒸発し、雲となり、やがて雨や雪となって
地上に降り注ぎ、川となって海へ戻る。地上に降り注ぎ、川となって海へ戻る。

aa この川を汚す主な原因が私たちの生活排水である。川が過この川を汚す主な原因が私たちの生活排水である。川が過
度な栄養状態になり大量の植物プランクトンが発生し、死度な栄養状態になり大量の植物プランクトンが発生し、死
滅して湖底に堆積する。それらの分解時に多量の酸素を消滅して湖底に堆積する。それらの分解時に多量の酸素を消
費するため酸素が不足し、魚介類が住みにくくなる。費するため酸素が不足し、魚介類が住みにくくなる。
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aa 私たちの出す生活排水が川の自浄作用を上回った。私たちの出す生活排水が川の自浄作用を上回った。

aa これを富栄養化といい、流れの緩い川において生じこれを富栄養化といい、流れの緩い川において生じ
やすい。栄養過多は川と同じ様に人体にも悪影響をやすい。栄養過多は川と同じ様に人体にも悪影響を
与える。与える。

aa アレルギー症状を起こしやすい人に一番多く共通すアレルギー症状を起こしやすい人に一番多く共通す
る一つは、この川と同じように体内の水分が停滞し、る一つは、この川と同じように体内の水分が停滞し、
代謝が悪くなって汚れる状態であった。代謝が悪くなって汚れる状態であった。

わかりやすくするために、わかりやすくするために、

体内水分の状態を自然の川と対比してみよう。体内水分の状態を自然の川と対比してみよう。
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水の状態による５つの分類

①水がさらさらと流れ、透き通る様な綺麗な川①水がさらさらと流れ、透き通る様な綺麗な川

②田の水のように、水が溜まって流れがない状態②田の水のように、水が溜まって流れがない状態

③泥の上に蟹が歩いているような湿地帯③泥の上に蟹が歩いているような湿地帯

④水の流れがあまりなく、底に冷たいヘドロが溜④水の流れがあまりなく、底に冷たいヘドロが溜
まっている状態まっている状態

⑤水の流れがあまりなく、底に溜まっているヘドロ⑤水の流れがあまりなく、底に溜まっているヘドロ
が煮詰められ、水面に泡が吹いている状態が煮詰められ、水面に泡が吹いている状態
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①水がさらさらと流れて、透き通り、鮎が住んでい
るような綺麗な川

体内水分がこの川のように清く流れて体内水分がこの川のように清く流れて
いれば、自然界の風、寒、湿、熱、燥、いれば、自然界の風、寒、湿、熱、燥、
暑、すなわち六淫に影響されにくく恒常暑、すなわち六淫に影響されにくく恒常
性を保つ。性を保つ。

舌の特徴：
顆粒が均等であり、
薄く舌面に付着し、
適度な湿り気を持ち
粘膩でなく、

拭っても除去できずに
有根である。

※舌の特徴については舌苔にとどめる
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・

サラサラ ・

透きとおって透明！
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②田の水のように流れがなく溜まった状態

舌の特徴：
舌面の水分が過多で湿潤し過ぎている。

触れてもツルツルしている。
舌を伸ばすとよだれが摘下する。

白い透明の鼻水が滴り落ちる。
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③泥の上を蟹が
歩いているような湿地帯

鼻づまり鼻水ともに頑固な症状を呈する。

のどのイガイガ、咳、かゆみなどを伴う。

寒痰 熱痰

舌の特徴：
苔は白または黄色で
舌体のキメの間に埋め
込まれているような状態
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④水の流れがあまりなく、底に冷たいヘドロ
が溜まっている状態

冷たいドロ

冷たいドロ

流れていない
にごっている水

寒湿

さらさらとした鼻水が主。

くしゃみ、時に鼻づまり。

舌の特徴：
舌に水分が多く、白い
苔がたくさんついている
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⑤水の流れがあまりなく、底に溜まっているヘドロ
が煮詰められ、水面に泡が吹いている状態

熱いドロ

熱いドロ

流れていない
にごっている水

湿熱

湯気
湯気

鼻詰まりが主。

眼や眼の回りなどの痒み、腫れ。

掻くとみみず腫れになりやすい。

舌の特徴：
白または黄色で、やや
粘った苔がついている
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①の状態であれば、体内水分の代謝が正常な状①の状態であれば、体内水分の代謝が正常な状
態であり、自然界の風、寒、湿、熱、燥、暑、すな態であり、自然界の風、寒、湿、熱、燥、暑、すな
わち六淫に影響されずに恒常性を保つ。わち六淫に影響されずに恒常性を保つ。

②③④⑤は六淫に影響されやすい。また食生活に②③④⑤は六淫に影響されやすい。また食生活に
おいても、熱性・冷性・乾性・湿性など、食品の持おいても、熱性・冷性・乾性・湿性など、食品の持
つ性質に影響されやすい。つ性質に影響されやすい。

体質に合ったもの、体質を改善させるものを食べ体質に合ったもの、体質を改善させるものを食べ
る必要がある。る必要がある。
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体内水分の停滞体内水分の停滞

短期間の暴飲暴食やストレスが関与して起こるのでは短期間の暴飲暴食やストレスが関与して起こるのでは

無い。水道の蛇口をひねると水が増加して溢れだす様無い。水道の蛇口をひねると水が増加して溢れだす様
に、時間のかかるものだ。だから飲食や精神的なものに、時間のかかるものだ。だから飲食や精神的なもの
については自己制御できず、行き詰まるまで改められについては自己制御できず、行き詰まるまで改められ
ない上にそのことには気づきにくい。ない上にそのことには気づきにくい。

アレルギー性鼻炎の主な原因は身近な私たちの日常アレルギー性鼻炎の主な原因は身近な私たちの日常

生活の中にある。生活の中にある。
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アレルギー性鼻炎の改善法について

aa体内水分の停滞の主な原因は飲食の偏りとス体内水分の停滞の主な原因は飲食の偏りとス
トレスである。トレスである。

体内水分の停滞や汚れを、どのようにしたら改体内水分の停滞や汚れを、どのようにしたら改

善できるのか、具体的に考えてみよう。善できるのか、具体的に考えてみよう。
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①体内水分の排泄を促進する

aa 便通、排尿をよくする食物繊維を多く含んだ食品を摂る。便通、排尿をよくする食物繊維を多く含んだ食品を摂る。

食物繊維は腸内で、水分や老廃物を吸収し、便として体食物繊維は腸内で、水分や老廃物を吸収し、便として体
外に排出する働きがある。外に排出する働きがある。

（玄米、麦、雑穀、海草、根菜、きのこ）（玄米、麦、雑穀、海草、根菜、きのこ）

aa 脾に負担がかかる食品を控える。脾に負担がかかる食品を控える。

脾の負担は体内水分の停滞につながる。脾の負担は体内水分の停滞につながる。

（肉、油もの、甘い食物、アルコール類）（肉、油もの、甘い食物、アルコール類）

aa 水分、糖分を取り過ぎないようにする。水分、糖分を取り過ぎないようにする。

aa 運動により発汗や新陳代謝を高める。運動により発汗や新陳代謝を高める。
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②ストレスの発散

aa毎日の生活リズムや生活環境を整える。毎日の生活リズムや生活環境を整える。

aa少しの努力で達成される目標を持ち、自信に繋少しの努力で達成される目標を持ち、自信に繋
げる。げる。

aa個性・持ち味など、自分の良いところを伸ばす。個性・持ち味など、自分の良いところを伸ばす。

aa他人との比較を辞め、心の声を大切にする。他人との比較を辞め、心の声を大切にする。

aa趣味などを通して信頼できる友人関係を築く。趣味などを通して信頼できる友人関係を築く。
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症例報告症例報告
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症例 （１）

女性女性 3333歳歳

初診：初診：平成16年8月6日

主訴：主訴：１．アレルギー性鼻炎 ２．口腔アレルギー

症状：症状：目および顔面部のかゆみ、鼻づまり

現病歴：現病歴：

a 16歳のとき、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみが起こり、病院ではアレル
ギー性鼻炎と診断された。

a 25歳になって、顔面部、特に、まぶた、目の下、眉の上が赤く乾燥。一日中か
ゆみが続くようになった。

a この頃より主となる症状が鼻水から鼻づまりに変化。
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a 通年性および季節性のすべてのアレルゲンを持っており、ほと

んど1年中、鼻がつまり、顔がかゆくなり、12月・1月を除き、症状

が増悪。

a 16歳のときより、メロン、スイカ、桃、キイウイ、胡瓜、皮付きの茄

子などを食べると吐き気がして、口や喉がかゆくなり、以来、現

在までそれらを食することができない。

a 病院では口腔アレルギーと診断された。

a このような体質を根本的に改善したく来院。

症例 （１）



38

随伴症状：随伴症状：

a 仕事中――イライラ、易怒、焦燥感、不安

a 睡眠――いくら寝ても寝足りない感じがして、普通より多く寝な
いと身体の疲れがとれない。多夢。

a のぼせ、足の冷え・むくみ

a 口渇、喜冷飲。しかし、冷飲すると腹痛。

a 油ものをたべると胃が気持ち悪くなる。

a 便秘気味で、2日に一度、硬い便が出る。

a 汗をあまりかかない。

症例 （１）
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嗜好：嗜好：チョコレート、ケーキ等、甘いもの

舌舌診：診：紅絳舌、舌尖紅

舌苔：舌苔：薄白膩苔

脈診：脈診：72回毎分、滑

弁証：弁証：肝鬱気滞、脾虚湿蘊、心火亢盛（心腎不交）

配穴：配穴：疏肝解鬱――合谷、太衝、行間、内関

健脾化湿――脾兪、陰陵泉、水分

交通心腎――少府、腎兪、太谿

通鼻竅――迎香

症例 （１）
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方解：方解：

a 肝火が胆火および心火を誘って頭顔面部に上昇し、熱邪と燥

邪による皮膚症状が現れている。

a 肝鬱により、肺気が宣散できずに鬱滞して鬱熱となり、肺気が

充満して、鼻閉となり、さらに気血が瘀滞し、一層頑固な鼻閉

を引き起こしている。

a 足の冷えやむくみ、のぼせなど、上熱下寒の症状を呈している

が、これらは心火が亢逆して、腎陽が不足し、心腎不交となっ

たためである。

症例 （１）
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a 舌診では、まるで練乳につかったイチゴの先が少し出ているよ

うに、舌先が紅点で赤く染まり、それ以外の舌の大部分は真っ

白になっている。

a これは、肝鬱気滞の長期化や飲食の偏りによる、脾の過剰負

担が原因で、脾虚失薀となり、上中下焦に湿が停滞しているこ

とを表している。

a また、舌尖の紅点は心火を表し、上焦に熱邪があることを示し

ている。

a 通常より長い睡眠を必要とするのは、脾虚失薀のためである。

症例 （１）
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理 法 穴 技

花粉症 通鼻竅 迎香 瀉

水湿上犯 化水利湿 水分 瀉

肝鬱気滞
脾虚湿蘊

疏肝解郁
健脾化湿

合谷・太衝・行間・内関
脾兪・陰陵泉

瀉

心腎不交 少府・腎兪・太谿
少府・瀉

腎兪・太谿・補
交通心腎

症例 （１）
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33月月77日より日より44月月66日まで刺絡日まで刺絡

（週（週1~21~2回、以下のツボより回、以下のツボより3~53~5穴選穴）穴選穴）

大椎→清熱通陽大椎→清熱通陽

大敦→清利膀胱湿熱大敦→清利膀胱湿熱

関衝→清利三焦湿熱関衝→清利三焦湿熱

魚際→清瀉肺熱魚際→清瀉肺熱

商陽→清利陽明湿熱商陽→清利陽明湿熱

44月月77日以降日以降55月末まで週月末まで週1~21~2回、刺絡は委中のみとする。（回数回、刺絡は委中のみとする。（回数1010回）回）
委中（吸引）→清利湿熱委中（吸引）→清利湿熱

症例 （１）
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治療の経過治療の経過

a 鼻閉、鼻水、くしゃみ完全消失

a 目の周りのかゆみのみ、少し残存

治療後の症状治療後の症状

a 蚊にかまれると、10～15センチくらいの内出血ができ、2週間くらいかゆ

く、跡の消失には1ヶ月かかっていた。

a 現在は蚊にかまれても、3センチほどの内出血で済み、かゆみはすぐ

消え、跡の消失は一週間になった。

a ほとんど毎日ステロイド剤を塗っていたが、現在は薬不使用。

症例 （１）
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a これまでは半そで、スカートから出ている手足の部分にもじんましん

が出ていたが、出なくなった。

a 身体が疲れにくくなり、目の痛み解消

a 寝つき、寝起きが改善

a 起床時、顔に枕の寝跡がつかなくなった。

a 足のむくみの解消

症例 （１）
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症例（１）は体質保全のために週１回の治療を継続している。症例（１）は体質保全のために週１回の治療を継続している。

経過

a 目の痒みも６月以外は起こらず、蚊にかまれても腫れなくなった。

a アレルギー性鼻炎による症状はほぼ改善しつつある。ただし、口腔アレルギー

の症状がそのまま残存する。

依然として湿の形成が多く、脾の機能改善が不可欠である。病位は肝・心・腎・

脾で、いずれの臓腑の失調にも精神的な影響が大きい。

今後はこの口腔アレルギーの根本的な体質改善に努める。
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症例（１）に対する刺絡治療

a 本年も体質改善のため月１～2回、定期的に刺絡を行う予定で

あったが、症状の増悪期の数回のみにとどまった。

a 結果を比較すると、定期的に行う方が風・湿・熱・燥・瘀血などの

邪による症状及び体質改善において高い効果が得られた。

刺絡治療は風・湿・熱・燥・瘀血などの邪の改善に特効

があり、根本的な体質改善も可能である。
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結語

a アレルギー性鼻炎は2、3種類の証候を同時にもち、虚実、寒熱が挟雑してい

ることが多い。

a 湿と燥にみられるように、寒と熱という一見相反するように見える病象がしば

しば組み合わさっており、標本を見分けて病態に応じた治療を施すことが大

切である。

a アレルギー性鼻炎の根本的な原因は体質であり、アレルゲンは単に誘因に

過ぎない。体質改善により根本的な改善を図ることができる。


